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We developed the NILIM Noise and Vibration Simulator: a system on a personal computer to 

simulate the propagation of the noise and vibration by construction works such as dam and road 
construction to the surrounding areas. First, we clarified the auditory characteristics of raptors and 
developed a prediction model of the noise and vibration by heavy machineries. Second, we measured 
the noise and vibration levels at a dam construction site and tested the accuracy. We confirmed the 
practical usefulness of the system. 
 
［研究目的及び経緯］ 
各種建設事業に伴い発生する騒音・振動は、大きな

環境問題となっている。最近では、周辺地域住民だけ

でなく、クマタカ、オオタカ等の希少猛禽類の営巣活

動に対する悪影響などが問題とされるケースも増えて

いる。こうした問題に対処するために、環境影響評価

等の際に、現場で発生する騒音・振動の影響範囲や影

響規模の程度を客観的な根拠によって予測し、その結

果をわかりやすく提示することが求められている。こ

うした情報により、事業の実施計画案、必要な保全措

置などの検討が行ないやすくなるものと期待される。 
本研究では、こうした社会的要請に応えるため、希

少猛禽類への騒音・振動の影響を客観的に評価するた

めの基礎資料を得るほか､工事現場における騒音・振動

の発生及び伝播特性を解析・評価することで､工事の希

少猛禽類への影響を事前予測するシステムを構築し､

ダム事業を円滑に進行させるための技術を開発しよう

とするものである。 
［研究内容］ 
１．希少猛禽類の聴覚特性 

 希少猛禽類への騒音・振動の影響を検討するには、

まず彼らの感覚特性を把握する必要がある。そこで、

オオタカを実験室内で飼育し、オペラント条件付けに

より、精密な聴覚曲線の計測を行った。この方法は信

号音が聞こえたら止まり木に飛び移るようオオタカを

訓練した後に、音の高さや強さを変えてオオタカにそ

れらの音が聞こえるかを調べるものである。 

なお、これらの実験は千葉大学（岡ノ谷研究室）に

委託して実施した。 

２．「国総研版騒音・振動シミュレーター」の開発 

 建設事業現場における騒音・振動の発生と伝搬状況

を計測し、伝搬予測モデルを作って実測値と比較検証

した。伝搬特性については既存知見から、発生源レベ

ル、工事区域周辺の地形、植生、地表面、遮音壁等、

伝搬特性に影響を与えると考えられる要因を考慮し、

計測で明らかになった周波数別の伝搬特性を合理的に

表現できるよう配慮した。騒音・振動の発生と伝搬状

況を計測にあたっては、独立行政法人土木研究所、技

術推進本部先端技術チーム、及び関東地方整備局関東

技術事務所と連携して実施した。  
以上の知見を踏まえ、騒音・振動の伝搬シミュレー

ションシステム「国総研版騒音・振動シミュレーター」

を開発した。 
［研究成果］ 

１．希少猛禽類の聴覚特性 

図－１に、オペラント条件付けから得られたオオタ

カの聴覚曲線を示す。こうした計測の結果、オオタカ

の可聴域は人より狭いが、２kHz 付近の、良く聞こえ

る周波数では、人よりも感度が高いことが明らかにな

った。 

２．「国総研版騒音・振動シミュレーター」の開発 

（１）システムの構成 
国総研版騒音・振動シミュレーター（以降本システム

と呼ぶ）は、パソコン（Windows）上で動作（単体で動

作するものと、GIS（ESRI 社の ArcGIS）の拡張機能と

して動作）するソフトウェアである。システムの概要 



図－１ オオタカの聴感度曲線（正当率 60％） 

表－１ システムの概要 

を表－１に示す。 
（２）適用した騒音・振動伝搬予測モデル 

本システムで適用した騒音の伝搬予測モデルは、

「周波数帯毎の計算」と日本音響学会より公表された

「建設工事騒音の予測法“ASJ CN－Model 2002”」１)

（以降、ASJ モデルと呼ぶ）に準拠して作成した「A

特性音響パワーレベル又は騒音レベルによる計算」の

２種類の計算方法を選択することができる。前者は、

猛禽類特性や C 特性補正などの様々な聴感補正特性の

適用が可能となるように、任意の周波数スペクトルを

もつ発生源から周波数帯別の伝搬予測を可能としてい

る。また、後者は、A 特性音響パワーレベルが与えら

れた発生源からの伝搬予測を ASJ モデルに則して行な

うものである。 

（３）建設事業現場における騒音予測の検証 
 建設工事現場におい

て、重機稼動（ブルド

ーザ、ブレーカー各１

台）による実測値を本

システムによる予測値

と比較することで精度

検証を行った。 

騒音予測結果と現状

の地形図を重ね合わせ

たものを図－２に示す。

図は GIS 仕様で地形表

示上に予測結果を等騒

音レベル線で表示した

ものである。予測値は

実 測 値 と 比 較 し て

1.5db 以内であり、精  図－２ 騒音伝搬予測図 

度が高いことが確認できた。 
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システム

の機能 
機能の概要 

①
予
測
条
件
の
設
定 

【予測計算の対象となる空間情報の設定】 

 ・予測計算の対象となる空間の情報（標高、

植生、地表面の状況、気象等）の設定を

行う。 

【騒音・振動発生源に関わる情報の設定】 

 ・騒音・振動の発生源となる建設機械及び

工事用車両等の配置、施工範囲等の設定

を行う。 

②
予
測
計
算
の
実
行 

【平面、断面、点についての予測計算】 

 ・騒音の平面的な分布、ユーザーが指定し

た位置（点または断面）についての予測

計算を行う。 

・振動の平面的な分布、ユーザーが指定し

た位置（点）についての予測計算を行う。

【周波数重み特性の適用（騒音のみ）】 

・騒音の予測計算については、ユーザーが

指定した周波数重み特性による予測計算

結果を算出する。 

騒
音
・
振
動
伝
搬
予
測
計
算
機
能 

③
予
測
結
果
の
表
示 

【予測計算の視覚化】 

 ・騒音の平面的な分布、ユーザーが指定し

た位置（点または断面）についての予測

結果を視覚的に表示する。 

・振動の平面的な分布、ユーザーが指定し

た位置（点）についての予測結果を視覚

的に表示する。 

シ
ス
テ
ム
構
成
の
編
集
機
能 

④
シ
ス
テ
ム
構
成
の
編
集 

【騒音・振動発生に関わる情報の編集、追加】

 ・騒音・振動発生源である重機等の情報を

独立したデータベースとして管理し、デ

ータの編集及び追加を行う。 

【伝搬予測モデルの構成の編集、追加】 

・伝搬予測モデルを、独立したモジュール

により構成し、モジュール構成の編集及

びモジュールの追加を行う。 

【周波数重み特性の編集、追加】 

 ・評価に用いる周波数重み特性（猛禽類の

聴覚特性等）を独立したデータベースと

して管理し、データの編集及び追加を行

う。 

 


